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グループの現状と沿革グループの現状と沿革
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グループの構成

Engine Holdings Asia PTE
海外持株会社

〔シンガポール〕

Group Lease PCL.
ファイナンス事業

〔タイ〕

株式会社
ウェッジホールディングス

コンテンツ事業・物販事業

〔日本〕〔カンボジア〕

GL Finance PLC.
ファイナンス事業



5

沿革

設立と
上場期

経営
改革期

業績
低迷期

 2001年10月 株式会社ブレインナビとして設立
» 編集プロダクション事業を中心に展開

 2004年1月 大阪証券取引所ヘラクレス市場
（現JASDAQ）に株式上場
» 翌年にかけ、物販事業、投資事業へとM&Aを

含め事業領域を拡大

 2005年7月 会社分割により株式会社
ウェッジホールディングスとして持ち株会社に移行

» その後一部の子会社の吸収により事業持ち株会社化

» 2007年9月期まで3期連続の赤字が続く業績低迷期に

 2007年12月 経営体制を変更、改革に着手

 2008年１１月 2008年9月期、黒字転換

 2009年1月 シンガポールにEngine Holdings Asiaを設立

 2009年7月 タイ株式市場一部上場ファイナンス会社、Group Lease PCL.を連結子会社化
ファイナンス事業に拡大

2001～2004 2005～2007 2008～2011 2012～

新たな
成長へ
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改革による事業構造変化と成長

カードゲーム
255百万

編集
320百万

物販
411百万

2008年9月期 2012年9月期

国内の事業を
コンテンツ制作中心に
選択して資源を集中

東
南
ア
ジ
ア
市
場

コンテンツ投資を
中心にした
不採算の事業から撤退

音楽 120百万

高成長の東南アジアの
収益事業へ拡大

日
本
市
場

カードゲーム
232百万

出版・編集
341百万

物販
709百万

アニメーション
266百万

タレント・芸能
135百万

映画
419百万

音楽 4百万

日
本
市
場

ファイナンス事業
2,210百万

2,139百万円 3,319百万円
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連結業績の推移 ： 売上高
（単位：百万円）

売上高推移
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連結業績の推移 ： 営業利益
（単位：百万円）
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連結業績の推移 : 経常利益

（単位：百万円）

経常利益推移

-273

146

322

761

923 894

-400

-200

0

200

400

600

800

1,000

2007年
９月期

2008年
９月期

2009年
９月期

2010年
９月期

2011年
９月期

2012年
９月期



10

連結業績の推移 ： 当期純利益

（単位：百万円）

当期純利益推移
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連結業績指標の推移

営業利益率
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事業方針について事業方針について
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事業方針

「編集力」を
主軸にした収益拡大

ARFC Vision による
クロスボーダー戦略

ファイナンス事業 コンテンツ事業

・タイ国内の成長加速と
ASEAN各国市場への進出

・「編集力」をコアコンピタンスとして
マルチコンテンツで収益力強化

・カードゲームを中心に市場開拓と
顧客基盤強化へ

新中期経営計画「アクセルプラン2012」

 ファイナンス事業・コンテンツ事業を核に新市場開拓へ
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ファイナンス事業ファイナンス事業
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ファイナンス事業の役割

成長市場の経済発展を加速

タイ・カンボジアからＡＳＥＡＮの経済インフラへ

与信提供

オートバイの
ある生活の普及

オートバイ
需要

オートバイ
購入可能者の

拡大

草の根経済の発展

＜オートバイファイナンスを通じた経済循環＞
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ASEAN各国で活躍するオートバイ
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ファイナンス事業の収益構造

高い利益水準高い利益水準

相対的に高い利息を確保相対的に高い利息を確保 回収率の高さで
相対的に低い貸倒を実現

回収率の高さで
相対的に低い貸倒を実現

・サブプライム層へのマイクロファイナンス・サブプライム層へのマイクロファイナンス ・オートバイの高い担保価値、流動性
・登記制度とリースによる所有権留保

・オートバイの高い担保価値、流動性
・登記制度とリースによる所有権留保

高い売上高い売上 低い費用低い費用
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ファイナンス事業の強み

素早い融資審査

 顧客は「今」買いたい

トップ営業と即時対応力

・第二の顧客ディーラー

自社オークション

・中古車売却を素早く、高い資金回収

・低い費用を実現

スピードで競争優位を確立スピードで競争優位を確立
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タイ国内 ファイナンス事業の成長①

下半期で新規契約が飛躍的に拡大
GL新規契約数
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洪水の影響
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タイ国内 ファイナンス事業の成長②

 1年間で貸出総額（ポートフォリオ）は約25％成長

2,072,892
千バーツ

（約52億円）

2011年9月末

2012年9月末

2,565,582
千バーツ

（約65億円）
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タイ国内 ファイナンス事業の成長③

直近四半期は過去最高の純利益1億バーツ
（約2.6億円）を達成

（単位：百万バーツ）

ＧＬ売上高・純利益推移（タイ基準）
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タイ国内市場でも、一層の成長へ

タイ国内ファイナンス事業は更なる事業拡大を計画

約3000台

2011年月間
契約台数平均

約6000台

2012年３Q
月間契約水準

2012年4Q
月間契約目標

約7000台

11月に
達成

2013年
月間契約数目標

約10000
台
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ファイナンス事業の展開： ARFC Vision

タイからASEAN全域へと事業開拓

 ASEAN Regional Finance Companyとしての展開
• タイで地域に密着して展開する事業ノウハウを、日本とシンガポールの資

源で、ASEAN地域にグローバルに展開する「グローカル」ビジネスへ
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カンボジア市場進出

 2012年10月１日、GLは子会社、GL Finance PLCを通じカ
ンボジア王国の新市場に進出
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カンボジア市場の特徴

高いGDP成長とともに一人当たりGDPの伸張が続く成長市場

カンボジア　一人当たり名目GDP
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出典：IMF World Economic Outlook 
世界経済のネタ帳 www.ecodb.net

※２０１１年及び２０１２年
GDP及びGDP成長率は推定値
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カンボジア最初で唯一の
オートバイファイナンス会社

カンボジア初のファイナンシャル・リースライセンス
を取得

圧倒的シェアをもつＨＯＮＤＡブランドオートバイを
製造販売するHONDA ＮＣＸ社から、正規ディーラ

ー内で７年間独占的にファイナンスを行う権利を取
得
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HONDA正規ディーラー内で独占



28

首都プノンペンでの営業体制確立

10月末首都エリアの全店舗内に営業拠点を開設完了
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高まる期待と政府支援

10月末、ＧＬＦは事業の本格的展開を発表

• 記者会見にはカンボジア商務大臣も参加
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カンボジア国内での報道
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2015年
カンボジア国内

30万台

カンボジア市場の事業目標

2015年に現在の
タイ国内の3倍、
契約総数30万台の

事業規模を目指す

2012年9月末
タイ約10万台
約25億バーツ
（約65億円）

2012年
カンボジア事業開始
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コンテンツ事業コンテンツ事業
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コンテンツ事業の躍進

注力事業が伸張し過去最高益

コンテンツ事業利益推移
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コンテンツ事業の展望

コンテンツ事業は新たな成長ステージに

カードゲームに注力、事業拡
大へ

顧客基盤が従来型の出版社
から拡大

Chaosシリーズ
株式会社ブシロード様



経営計画と業績目標

今後の数値目標

35

（単位：百万円）

売上高 当期純利益

2012年９月期（実績） 3,319 172

2013年９月期（予想） 4,000 400

2014年９月期（目標） 5,300 550

2015年９月期（目標） 7,750 700

2016年９月期（目標） 9,000 850



36

経営計画と業績目標

連結売上推移と今後の業績目標

ウェッジホールディングス連結売上高目標（単位：百万円）

3,319
4,000

5,300

7,750

9,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2012年

９月期

2013年

９月期

2014年

９月期

2015年

９月期

2016年

９月期



37

経営計画と業績目標

純利益推移と今後の目標

ウェッジホールディングス連結純利益目標（単位：百万円）
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弊社ＩＲに関するお問い合わせ先
株式会社ウェッジホールディングス 経営管理本部
TEL: 03-6225-2161 / FAX: 03-3548-0566

wedge-ir@wedge-hd.com

http://www.wedge-hd.com

※本資料には将来に関する記述が含まれていますが、これらの記述は将来の業績を
保証するものではありません。また、本資料の内容に関しては未監査であり、その

内容の正確性および確実性を保証するものではありません。

Thank you!


